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坂
東
省
次

日
西
交
流
史
は
十
六
世
紀
中
葉
、
な
か
で
も
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
来
日
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
と

と
も
に
開
始
さ
れ
、
ま
ず
は
鎖
国
ま
で
続
く
。
こ
の
時
代
は
世
に
南
蛮
時
代
と
し
て
知
ら
れ
、
主
と
し
て
宗
教

と
商
業
の
面
に
お
い
て
交
流
が
行
わ
れ
た
。
開
国
後
の
幕
末
・
明
治
を
迎
え
る
と
、
両
国
の
交
流
は
単
に
宗
教

や
商
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
学
、
言
語
、
音
楽
、
美
術
な
ど
幅
広
い
分
野
で
徐
々
に
活
発
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ

の
一
つ
が
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
明
治
以
来
、
英
独
仏
語
中
心
の
時
代
が
長
く
続
い
た
。
戦
後
、
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年

代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
第
一
次
ス
ペ
イ
ン
語
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
こ
え
て
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
は
第
二
次

ス
ペ
イ
ン
語
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
は
か
つ
て
な
い
盛
況
を
呈
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
の
教

科
書
や
参
考
書
が
溢
れ
、
充
実
し
た
辞
書
も
多
数
発
行
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
語
が
よ
う
や
く
獲
得
し
た
今
日
の
人
気
の
背
景
に
は
、
明
治
に
は
じ
ま
る
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
者
の

想
像
を
絶
す
る
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
、
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
者
は
ス

ペ
イ
ン
語
の
将
来
を
見
つ
め
な
が
ら
、
い
や
そ
れ
を
見
つ
め
る
た
め
に
も
、
一
〇
〇
年
を
超
す
ス
ペ
イ
ン
語
教
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育
史
の
足
跡
を
辿
っ
て
お
く
こ
と
は
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
語
が
高
い
人
気
を
誇
る
時
代
に
、
本
書
『
新
西
班
牙
語
事
始
め
』
が
上
梓
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
著
者
の
浅
香
氏
は
知
る
人
ぞ
知
る
博
覧
強
記
の
人
で
あ
る
。
氏
が
苦
労
を
重
ね
て
収
集

さ
れ
た
一
級
の
資
料
を
駆
使
し
て
こ
こ
に
再
現
さ
れ
た
日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
史
は
、
前
人
未
踏
の

傑
作
で
あ
ろ
う
と
言
え
よ
う
。

�

（
ば
ん
ど
う
・
し
ょ
う
じ　

京
都
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

新
西
班
牙
語
事
始
め　
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は
じ
め
に

本
書
は
、
日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
人
が
ど
の
よ
う
に
出
会
い
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
語
と
接
触
し
交

わ
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
の
べ
た
も
の
で
す
。
ス
ペ
イ
ン
人
と
会
っ
て
最
初
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
聞
い
た

人
、
ス
ペ
イ
ン
の
土
を
最
初
に
踏
ん
だ
人
、
漂
流
し
て
ス
ペ
イ
ン
領
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
た
人
と
い
う
話
題
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
一
方
、
明
治
時
代
に
外
国
語
学
校
が
創
設
さ
れ
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
学
習
が
始
ま
り
、
日

本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
が
初
め
て
本
格
的
な
出
発
を
迎
え
た
草
創
期
に
ど
の
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
教

え
、
あ
る
い
は
学
ん
だ
の
か
、
ま
た
刊
行
さ
れ
た
辞
書
や
学
習
書
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
す
。

日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
出
会
い
、
こ
と
ば
を
変
え
て
言
う
と
、
現
在
の
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
の
出
発
点
は
、

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
九
月
高
等
商
業
学
校
附
属
外
国
語
学
校
の
開
校
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の

ス
ペ
イ
ン
語
黎
明
期
と
も
言
え
る
時
代
に
、
ど
ん
な
目
的
で
何
の
た
め
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん
だ
の
か
、
少
な

く
と
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
語
事
始
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
経
っ

た
今
日
、
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
は
着
実
な
歩
み
を
示
し
た
と
言
え
ま
す
。

筆
者
は
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
秋
、
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
の
地
を
踏
み
、
二
年
間
の
留
学
中
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
し
ま
し
た
。
マ
ド
リ
ー
ド
国
立
語
学
学
校
日
本
語
学
科
の
ラ
ミ
ー
ロ
・
プ
ラ
ナ
ス
先
生
の
知
己
を
得

て
、
日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
語
事
始
に
も
大
い
に
関
心
を
も
ち
、
雑
誌
等
に
執
筆
し
た
論
考
を
こ
こ
に
一
冊
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の
本
と
し
て
纏
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

資
料
を
集
め
る
た
め
に
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
の
古
書
店
街
で
本
を
漁
っ
た
り
、
東
京
古
書
会
館
で
毎
週

末
に
開
催
さ
れ
る
古
書
展
に
馳
せ
参
じ
た
り
、
高
円
寺
の
西
部
古
書
会
館
に
も
足
を
運
び
ま
し
た
。
昭
和
五
十

年
代
か
ら
昭
和
六
十
年
代
ま
で
は
足
で
一
つ
一
つ
探
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
易
々

と
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
も
便
利
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
漁
書
の
楽
し
み
と
喜
び
は
古
本
屋
巡
り
に
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
古
書
収
集
の
術
は
、
わ
が
師

徳
永
康
元
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
お
か
げ
で
す
。

英
語
事
始
め
や
フ
ラ
ン
ス
語
事
始
め
と
い
う
書
は
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
西
班
牙
語
事
始
め
」

は
、
本
書
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。「
西
班
牙
」
は
「
イ
ス
パ
ニ
ヤ
」
ま
た
は
「
ス
ペ
イ
ン
」
と

も
読
め
ま
す
が
、
本
書
は
趣
き
を
だ
し
て
、「
イ
ス
パ
ニ
ヤ
語
事
始
め
」
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
江
戸
時
代

に
刊
行
さ
れ
た
牧
山
耕
平
訳
『
萬
國
史
』
に
は
「
西
班
牙
」
と
見
え
ま
す
。
ま
た
明
治
六
年
に
は
「
伊
班
亜
」

と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。

各
章
の
初
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
書
を
な
す
た
め
に
、
修
正
・
追
記
を
施
し
ま
し
た
。
第
一
部
は
総
論
、

第
二
部
か
ら
第
五
部
の
各
章
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
事
始
に
関
わ
っ
た
人
物
を
取
り
上
げ
て
、
発
行
さ
れ
た
書
物
を

め
ぐ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
す
。
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「
日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
出
会
い
」『
ス
ペ
イ
ン
語
の
世
界
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
九

「
西
和
辞
書
発
達
小
史
」『PIN

U
S

』
二
十
七
号
、
雄
松
堂
書
店
、
一
九
八
九

「
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
の
日
本
見
聞
記
に
つ
い
て
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
二
号
、
一
九
九
九

「
亜
墨
利
加
で
イ
ス
パ
ニ
ヤ
語
を
学
ん
だ
日
本
人
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
六
号
、
二
〇
〇
三

「
外
務
省
第
一
回
ス
ペ
イ
ン
留
学
生
」『
ス
ペ
イ
ン
学
』
十
六
号
、
二
〇
一
四

「
日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
語
教
育
の
創
始
者
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
三
号
、
二
〇
〇
〇

「
日
本
人
最
初
の
ス
ペ
イ
ン
語
会
話
書
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
十
号
、
二
〇
〇
七

「
明
治
期
メ
キ
シ
コ
移
民
が
著
し
た
会
話
書
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
八
号
、
二
〇
〇
六

「『
四
國
對
象
南
米
語
自
在
』
を
巡
っ
て
」『
ス
ペ
イ
ン
学
』
十
八
号
、
二
〇
一
六

「
ス
ペ
イ
ン
語
通
信
教
育
事
始
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
四
号
、
二
〇
〇
一

「
金
沢
一
郎
と
『
和
西
辞
典
』」『
月
刊
言
語
』
一
九
八
六
年
十
二
月
号
、
大
修
館
書
店

「
ス
ペ
イ
ン
語
教
師
ア
ル
テ
ミ
オ
・
リ
カ
ル
テ
と
横
浜
」「
ス
ペ
イ
ン
語
学
」
十
三
号
、
二
〇
一
一

「
大
正
期
メ
キ
シ
コ
移
民
の
『
西
和
辞
典
』」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
九
号
、
二
〇
〇
六

「
孤
高
の
ス
ペ
イ
ン
語
辞
書
編
纂
者
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
七
号
、
二
〇
〇
四

「
昭
和
戦
前
の
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
書
」
書
下
ろ
し

「
放
送
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
の
誕
生
」『
イ
ス
パ
ニ
ア
図
書
』
五
号
、
二
〇
〇
二
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先
に
同
学
社
よ
り
『
ス
ペ
イ
ン
語
事
始
』
を
著
し
て
か
ら
、
新
た
に
論
考
二
篇
を
認
め
、
書
下
ろ
し
を
一
篇

加
え
て
、
こ
こ
に
『
新
西
班
牙
語
事
始
め
』
と
し
て
本
書
の
出
版
に
至
り
ま
し
た
。
今
回
の
出
版
に
当
た
り
論

創
社
編
集
部
松
永
裕
衣
子
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
出
版
に
携
わ
っ
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
文
中
の
資
料
は
、
所
蔵
を
明
記
し
た
も
の
以
外
は
筆
者
蔵
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
し
た
資
料
・
日
本
語
お

よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
の
文
に
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
あ
え
て
訂
正
を
施
さ
な
い
。

平
成
二
十
九
年
春�

東
京
谷
在
家
に
て 

著
者
記
す
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第
一
章　

日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
出
会
い

一　

日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
出
会
い

日
本
人
が
初
め
て
出
会
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
南
蛮
人
と
呼
ば
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
人

で
あ
っ
た
。
そ
の
出
会
い
は
、
一
五
四
三
年
九
月
二
十
三
日
（
天
文
十
二
年
八
月
二
十
五
日
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の

種
子
島
来
航
に
よ
り
鉄
砲
を
伝
え
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
一
五
四
四
年
鹿
児
島
に
来
航
し
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
（
ス
ペ
イ
ン
ガ
リ
シ
ア
出
身
）、
さ
ら
に
、
一
五
四
九
年
八
月
十
五
日
（
天

文
十
八
年
七
月
二
十
二
日
）
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
シ
ャ
ビ
エ
ル
［
ザ
ビ
エ
ル
に
同
じ
］（
ス
ペ
イ
ン
ナ
バ
ー
ラ
出
身
）

が
ス
ペ
イ
ン
人
司
祭
ト
ー
レ
ス
と
修
道
士
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
を
伴
い
鹿
児
島
出
身
の
日
本
人
ヤ
ジ
ロ
ウ
（
弥
次

郎
）
を
従
え
て
、
布
教
の
た
め
鹿
児
島
に
上
陸
し
、
鹿
児
島
、
山
口
、
京
都
、
平
戸
な
ど
を
訪
れ
布
教
に
従
事

し
た
の
が
、
日
本
人
と
ス
ペ
イ
ン
人
の
最
初
の
出
会
い
で
あ
る
。

こ
の
ヤ
ジ
ロ
ウ
と
い
う
人
物
は
、
武
士
で
あ
っ
た
が
人
を
殺
め
追
い
詰
め
ら
れ
て
、
や
む
を
得
ず
港
に
停
泊

し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
乗
り
込
ん
で
誘
わ
れ
る
ま
ま
マ
ラ
ッ
カ
に
赴
き
、
そ
こ
で
シ
ャ
ビ
エ
ル
に
巡
り
合
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う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
も
片
言
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

シ
ャ
ビ
エ
ル
以
後
四
〇
年
間
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
布
教
は
西
日
本
に
信
者
を
増
や
し
、
一
五
八
七
年
（
天
正
十
五

年
）
豊
臣
秀
吉
が
「
バ
テ
レ
ン
追
放
令
」
を
出
し
た
年
に
は
信
者
の
数
は
二
〇
万
人
に
達
し
て
い
た
。
シ
ャ
ビ

エ
ル
は
二
年
半
滞
在
し
て
か
ら
日
本
を
離
れ
、
そ
の
後
の
布
教
活
動
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師

が
す
す
め
た
。

ス
ペ
イ
ン
と
の
関
係
は
、
徳
川
家
康
の
時
代
に
な
り
新
し
い
展
開
の
兆
し
を
見
せ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
ヘ

ロ
ニ
モ
・
デ
・
ヘ
ス
ー
ス
に
対
し
て
ス
ペ
イ
ン
船
の
日
本
寄
港
を
許
可
し
、
一
六
〇
八
年
（
慶
長
十
三
年
）
浦

賀
に
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
船
が
入
港
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
六
二
四
年
（
寛
永
元
年
）
に
徳
川
幕
府
は
ス
ペ
イ

ン
船
の
来
航
を
禁
止
し
、
一
六
三
九
年
（
寛
永
十
六
年
）
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
対
し
て
断
交
を
通
告
し
た
の
で
、

近
世
初
期
の
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
関
係
は
途
絶
え
た
。

シ
ャ
ビ
エ
ル
以
来
七
五
年
間
（
一
五
四
九
～
一
六
二
四
）
の
日
本
と
ス
ペ
イ
ン
の
関
係
に
お
い
て
、
日
本
人

が
ス
ペ
イ
ン
を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
シ
ャ
ビ
エ
ル
と
共
に
日
本
を
去
っ
た
鹿
児
島
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
、
一

五
五
三
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
で
勉
強
す
る
た
め
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
赴
い
て
い
る
。
彼
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら

ス
ペ
イ
ン
の
サ
ラ
マ
ン
カ
そ
し
て
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
を
通
り
ロ
ー
マ
を
訪
れ
、
再
び
コ
イ
ン
ブ
ラ
に
帰
着
し
た

が
、
そ
こ
で
一
五
五
七
年
に
亡
く
な
っ
た
。
墓
誌
が
コ
イ
ン
ブ
ラ
市
内
に
あ
る
。
日
本
人
最
初
の
渡
欧
留
学
生

で
し
た
。
さ
ら
に
九
州
の
三
侯
が
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
た
天
正
少
年
使
節
は
、
一
五
八
二
年
（
天
正
十
年
一
月
二

十
八
日
）
に
長
崎
を
出
航
し
、
ロ
ー
マ
訪
問
の
途
中
ス
ペ
イ
ン
に
立
ち
寄
り
一
五
八
四
年
国
王
フ
ェ
リ
ー
ペ
二
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世
に
謁
見
し
て
い
る
。
こ
の
航
海
は
長
い

旅
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
間
に
少
年
た
ち

は
勉
強
し
て
、
ラ
テ
ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
や
ス
ペ
イ
ン
語
も
上
手
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
う
が
、
今
と
違
い
命
懸
け
の
船

旅
で
落
ち
着
い
て
ゆ
っ
く
り
語
学
の
勉
強

を
す
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
四

人
の
少
年
使
節
の
な
か
で
、
原
マ
ル
チ
ノ

が
帰
途
一
五
八
七
年
ゴ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会

学
院
で
演
述
を
ラ
テ
ン
語
で
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
演
述
は
宣
教
師
た
ち
の
援
助
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
言
語
に
達
し
た
人
が
当
時
も
存
在
し
た
こ
と
は
興
味
ぶ
か
い
事
実
で
あ
る
。
演
説
集
の
表
題
の
一
行
目

はO
RA

T
IO

 H
A

BIT
A

 À
 FA

RA
 D

. M
A

RT
IN

O
 

で
、
表
題
六
行
の
日
本
語
訳
は
「
生
誕
以
来
一
五
八

七
年
六
月
四
日
、
ゴ
ア
な
る
パ
オ
ロ
学
院
に
於
い
て
、
日
本
人
フ
ア
ラ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ヌ
ス
自
ら
及
び
そ
の
同

僚
の
名
に
お
い
て
、
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
帰
国
し
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
巡
察
使
ア
レ
サ
ン
ド
ロ
・
ワ
リ
ニ

ャ
ー
ニ
（
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
）
師
に
行
っ
た
演
説
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
支
倉
常
長
は
一
六
一
三
年
十
月
二
十
八
日
（
慶
長
十
八
年
九
月
十
五
日
）
ガ
レ

オ
ン
船
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
で
月
の
浦
を
出
帆
し
、
ロ
ー
マ
に
赴
い
た
。
こ
れ
は
伊
達
政
宗

『原マルチノの演述』の扉
『天正遣欧使節記』（雄松堂書店、昭和五
十四年）より
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